
第 ４８３回 役 員 会 議 事 録 

 

日 時： 令和２年２月２５日（火）１６：４２～１８：００ 

場 所： 特別応接室 
 

出席者： 

久保総長  荒殿理事  安浦理事  石橋理事 

山縣理事  内藤理事   

 

欠席者：  

       井上理事  丸野理事 

  

 

１．次期薬学研究院長・薬学府長・薬学部長候補者の選考について 

   部局教授会から推薦された次期部局長の選考に係る候補者について、所信を聴取し

た上で審議を行った結果、当該候補者について下記のとおり次期薬学研究院長・薬学

府長・薬学部長候補者として選定することを議決した。 

   職名：薬学研究院 教授 

   氏名：大戸 茂弘（おおど しげひろ） 

   任期：令和２年４月１日 ～ 令和４年３月３１日（新任） 

 

２．次期比較社会文化研究院長・地球社会統合科学府長・比較社会文化学府長候補者の選

考について 

   部局教授会から推薦された次期部局長の選考に係る候補者について、所信を聴取し

た上で審議を行った結果、当該候補者について下記のとおり次期比較社会文化研究院

長・地球社会統合科学府長・比較社会文化学府候補者として選定することを議決した。 

   職名：比較社会文化研究院 教授 

   氏名：中野 等（なかの ひとし） 

   任期：令和２年４月１日 ～ 令和３年３月３１日（再任） 

    

   なお、審議に際し、以下のような意見があった。 

   ・地球社会統合科学府が共創学部卒業生の進学先の有力な選択肢となるよう、教

育研究内容の充実に努めていただきたい。 

    

３．次期統合新領域学府長候補者の選考について 

   部局教授会から推薦された次期部局長の選考に係る候補者について、所信を聴取し

た上で審議を行った結果、当該候補者について下記のとおり次期統合新領域学府長候

補者として選定することを議決した。 

   職名：人間環境学研究院 教授 

   氏名：南 博文（みなみ ひろふみ） 

   任期：令和２年４月１日 ～ 令和４年３月３１日（新任） 

   

   なお、審議に際し、以下のような意見があった。 

 ・統合新領域学府の設立にあたり、インキュベーション的役割が期待されていた



ことを踏まえつつ、関係部局と十分に連携しながら、今後の在り方も含め、各専

攻の教育研究内容の充実について検討していただきたい。 

 

４ 次期学内共同教育研究センター長候補者の選考について 

   総長から、２月１０日の役員会において審議した次期ユヌス＆椎木ソーシャル・

ビジネス研究センター長候補者について、任期を修正し、再度審議する旨の説明が

あり、審議の結果、当該候補者について下記のとおり次期ユヌス＆椎木ソーシャル・

ビジネス研究センター長候補者として選定することを議決した。 

・ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター長選考に係る候補者 

職名：経済学研究院・教授 

氏名：星野 裕志 （ほしの ひろし） 

任期：令和２年４月１日 ～ 令和３年９月３０（再任） 

 

５．基幹教育院教員（全学管理人員・助教（生物学））の選考について 

   基幹教育院の教員候補者について、基幹教育院教授会における選考結果の説明が 

あり、審議の結果、当該者を下記候補者として選定することを議決した。 

  ・自然科学実験系部門（生物学） 助教１名 

（任期：令和２年４月１日 ～ 令和７年３月３１日） 

 

６．基幹教育院教員（全学管理人員・助教（物理学））の選考について 

基幹教育院の教員候補者について、基幹教育院教授会における選考結果の説明が

あり、審議の結果、当該者を下記候補者として選定することを議決した。 

 ・自然科学実験系部門（物理学） 助教１名 

（任期：令和２年４月１日 ～ 令和７年３月３１日） 

  

７．配偶者帯同雇用制度に係る教員（First hire）及び（Second hire）の認定について 

   配偶者帯同雇用制度に係る教員（First hire）及び（Second hire）の認定につい

て説明があり、審議の結果、これを議決した。 

 

８．特定プロジェクト教員等の業績評価について 

   特定プロジェクト教員等の業績評価について説明があり、審議の結果、これを議

決した。 

 

９．言語文化研究院教員の選考について 

言語文化研究院 教員（部局配置全学管理人員）候補者について、言語文化研究

院教授会における選考結果について説明があり、審議の結果、当該者を候補者とし

て選定することを議決した。 

 

10．大学文書館の教員選考について 

大学文書館の教員候補者について、文書館委員会における選考結果について説明

があり、審議の結果、当該者を候補者として選定することを議決した。 

 

 

 

（以 上） 


